
転ばない環境づくりで転倒・骨折予防を！

　屋内では、浴室、居間、寝室、台所、階段、廊下、玄関
などで多くの転倒事故が発生しています。 
　また、ベランダや縁側でも、転倒事故が報告されて
います。

■浴室
・濡れた床に滑る
・浴槽に出入り時、足がもつれる
・洗面所から浴室に入る時の段差で
転倒

●手すりや踏み台を使用する
●石けんやシャンプーの使用後は
　ぬめりなど残らないように床を良く
流し乾かしておく

Point

家庭内

■庭
・庭の手入れなどの
 作業時、梯子、脚立
 から転落

●一人での作業は避け、複数での作業をする
●作業する前に周囲に声がけをする
●周囲の人は時々作業者の確認をする

Point

●階段・廊下・玄関等
　•手すりをつける
　•照明をつける
　•スロープを設けるなどで段差を解消
　•階段のヘリに、すべり止めをつける
　•床や階段に物は置かない
　•滑りやすいスリッパ等を使わない
　•玄関マットを敷かない、
　 または、滑らないように固定する

●台所
　•キッチンマットは使わない、
　 または、滑らないように固定する
　•よく使う物は手の届きやすい場所
に置く

●浴室
　•手すりをつける
　•段差をなくす
　•滑り止めのマットを敷く

●居間・寝室
　•カーペットやこたつ布団に注意
　•マットのヘリを固定する
　•手が届くところに照明スイッチ
やスタンドをつける

　•コードの配線は、動線を避けて
固定する　など

家でできる転倒を防ぐ工夫

住宅
299件

（49.3％）

一般道路
138件

（22.8％）

民間施設
100件

（16.5％）

その他 23件
（3.8％） 不明 21件

（3.5％）

公園・遊園地 3件
（0.5％）

公共施設 11件
（1.8％）

自然環境 6件
（1.0％）

車内 5件
（0.8％）

・階段を踏み外し転倒
・暗闇で足元がよく見えず
転倒
・スリッパを履いて滑って
転倒
・玄関で靴を脱ぐ際に転倒

■階段・廊下・玄関

Point

●階段は一段一段慎重に上り下りする
●手すりの使用を検討する
●廊下に常夜灯を設置する
●滑りやすいスリッパは使用しない

■台所
・キッチンマットにつまずく
・吊り棚の荷物を取るとき踏み台から転落

Point

●ひっかかりやすいキッチンマットは使用
しない
●よく使う物は手の届きやすい場所に置く

●コードの配線は歩く動線を避ける
●段差にスロープを使用する
●引っかかりやすいカーペットは
使用しない

●ベッドガードの使用を検討する

Point

高齢者の転倒・転落事故、こんなところで起きています！

高齢者の転倒事故の約半数は、
住宅で発生しています。

・こたつの
 コードにつまずく
・部屋と廊下の段差につまずく
・布団、カーペットにつまずく
・ベッドから転落

■リビング・
　　　  寝室

図　転倒事故の発生場所

出典：消費者庁ウェブサイト（https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/caution/caution_009/pdf/caution_009_180912_0003.pdf）を加工して作成
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年に１回健康診査を受けましょう！
詳しくは、お住まいの市町村にお問い合わせください。

後期高齢者の健康診査と、今年度に７６歳になられる方の歯科口腔健康診査を、県内全ての市町村
にて年1回無料（健康診査後の治療費は有料）で実施しています。

健康診査 歯科口腔（こうくう）健康診査

市町村ごとに異なります

実施医療機関

市町村ごとに異なります

実施期間

昭和２３年４月２日～
昭和２４年４月１日生まれの方

対象者

千葉県歯科医師会会員の健診協力医療機関実施医療機関

令和６年６月1日（土）～１２月２８日（土）実施期間

広域連合お問い合わせ先　給付管理課 ☎043-216-5013

お問い合わせ先　給付管理課 ☎043-216-5013

計画の目標達成に向けて

　広域連合では、平成28年度から令和5年度にかけて、第1期・第2期高齢者保健事業実施計画（データヘルス計画）
を続けて策定し、市町村や関係機関などと連携を図り、各種保健事業を実施してきました。
　第２期計画が、令和５年度末で終了することから、「第３期データヘルス計画」を策定し、引き続き市町村や関係機関と
協力しながら、各種保健事業に取り組みます。
　計画期間は、令和６年度から令和１１年度までの６年間となります。

●千葉県の医療関係団体（医師会・歯科医師会・薬剤師会・看護協会・栄養士会等）に保健事業について協力を依頼する等、
　連携を強化していきます。
●健康診査受診率の向上を図るための新たな受診勧奨事業を始めます。

計画の目標

目　標 平均自立期間（要介護２以上を除く※）の１歳以上の延伸

３つの個別保健事業を促進することで目標達成を目指します。

※出生から要介護2以上になる前までの期間

健康診査事業 歯科健康診査事業 高齢者の保健事業と
介護予防の一体的実施事業 

健康チェックで病気の早期発見や
悪化防止、生活習慣の振り返りに
役立てましょう。

　令和6年度に７６歳になられる方に歯科口腔
健康診査を実施しています。
　歯や飲み込む力などのお口の
健康チェックで、肺炎や低栄養
などの予防につなげましょう。

第３期高齢者保健事業実施計画（データヘルス計画）を策定しました
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